
 

 

 

今日は修了式… 一年を振り返り、次のステップへ！ 

3年生を送る会、クラスミーティング、教室整備（床みがき、ワック

スがけ）、学年集会… 

3 月の半ばから今日にいたるまで、一日一日学年を終えていく手順を

踏んでいるかのようなあわただしい日々が過ぎていきました。今日は

今の学年、クラス最後の日＝修了式です。 

この一年を振り返ると、楽しかったことや自分の成長を実感できたこと、あるいはつらかった

こと、悔いが残ることなどいろいろあったと思います。そんな今年の経験を踏まえて、ぜひ、4

月からの新学年で、気持ち新たに良いスタートを切ってほしいと思います。 

もしかしたら、学年集会で学年目標のお話もあったかもしれませんが、1，2年生の学年目標に

共通している単語があります。それは「安心」です。「安心」は「人を大切にすること」の中から

生まれます。これからも安心できる学校、安心できる仲間関係をめざして、取り組んでいくみな

さんに、先日卒業した 34期生の言葉を紹介します。テーマは「人を大切にするために」です。 

卒業式の一コマ 

☆ 相手のことを知ることが大切。 

☆ 相手には自分とは違う考えがあって、それに従   

って行動しているということを理解することが 

大切。自分の尺度で相手を勝手に測らないこと。 

☆自分を大切にすること。まず自分を受け入れる。 

☆ 思っていることをちゃんと言えること。コミュニケーションをとること。 

☆ 「こんなにしてあげているのに…」みたいに、見返りを求めることはしちゃいけないと思う。 

☆ 人の感性やら個性やらを理由（わけ）も聞かずに否定しないようにすること。 

☆ 「相手に大切にしてもらいたい」よりも「相手を大切にしたい」の気持ちを大きくもつこと。 

☆ お互い無理をしない。言いたいことは言葉を考えて言う。たまには弱音を吐くのも大事。 

 

 卒業した 3年生は 1年生の時からいろいろな人間関係のトラブルなども経験しながら、だんだ

んと仲の良い、安心できる学年をつくっていきました。特に 3年生になってからは学年のつなが

りがぐっと強まったように感じました。その経験から出た上の言葉は実感でしょう。みなさんの

参考になればうれしいです。4月からも人を大切にすることで、安心できる学年、学校をつくっ

ていってください。 

生徒会頑張りました 心温まる「3年生を送る会」（3/10） 

                    すべてが温かい「3年生を送る会」でした。3年生 

                    の思いと、1,2 年生の思いの重なりが感動でした。 

                     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3年ぶりの合唱祭は「オンライン合唱祭」（3/10） 

                         文化図書委員会が中心となってナレー 

                        ションを入れたり、桜の花びらのメッセー 

                        ジの紙を作成したりしました。クラスで声 

                        を合わせる心地よさを、お互いが味わい合 

                        うことができた 3 年ぶりの合唱祭でした。 

11人のやる気がかっこよかった！生徒会役員選挙（3/16） 

                         卒業式の次の日は、4月からの学校づく 

                        りの要（かなめ）となる、前期生徒会選挙 

                        が行われました。11人の立候補者と応援 

                        の人の、個性とやる気がみなぎる演説が素 

                        敵でした。選管の人もお疲れさまでした！ 

新入生を迎えるペンキ塗りボランティア活動が始まりました！（3/23） 

                         「ボランティア募集！」に 40名以上の 

                        人が応えてくれました。昨日はその初日。 

                        4階教室の窓や扉に、マスキングテープを 

                        はりました。新年度を迎える十八中のさわ 

                        やかな伝統になりつつあります。 

十八中だより 
豊中市立第十八中学校 2022年 3月 24日 
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